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公益社団法人日本化学会　　

文部科学省/独立行政法人国立科学博物館/国立研究開発法人科学技術振興機構/一般社団法人日本化学工業協会/公益社団法人新化学技術推進協会/
国立研究開発法人産業技術総合研究所/国立研究開発法人理化学研究所/国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構/国立研究開発法人物質・材料研究機構/江戸川区

日本化学会秋季事業 第14回 CSJ化学フェスタ2024を、10月22日（火）～24日（木）の日程でタワーホール船堀にて
開催します。今回も驚きの企画、参加してよかったと思っていただける企画が目白押しです。皆様お誘いあわせのうえ、
奮ってご参加下さい。

有料 無料

テーマ企画 
化学は様々な分野で科学技術の発展を牽引し、未来社会に向けたイノベーションの
主役を担っています。テーマ企画では、多様な分野で新たな価値を生み出している化
学技術や化学素材など化学に関わる研究開発の最前線から、化学の将来を担う学生
に向けたチュートリアルまで、多岐にわたる多くの魅力的なテーマを企画しています。
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AI×化学～進化したAIとのChemistryで環境・エネルギー・資源問題に挑む～
新時代に向けたエネルギー、バッテリー開発＆評価の世界は今！
プラスチックの持続可能なグレートジャーニー～分解触媒とリサイクルの最前線～
水から水素を！カーボンニュートラルの救世主
巧みにくっつけてキレイに回収！魔法の材料で環境問題に貢献
カーボンニュートラルにいい燃料？e-fuel（合成燃料）の可能性と展望
ディスパージョンが創出する材料イノベーション
ムキにならずにユウキをもって無機と有機を融合してみよう！
「視線」を変えて界面の別の顔を見る！
化学のチカラでCO2を整理整頓～集めて、分けて、変える～
カーボン系素材の不思議な変身ショー～異なる次元性素材の可能性～
量子時代のバイオ
香りのチカラで健康・幸せになる
常識と限界を超え新しい化学を拓く～最先端分析･観測のチカラ～
細胞外小胞の新しい世界～細胞からのメッセージとその活用～
化学のプレゼンに役立つKNOW-HOW

人生は自分で切り開くぞ！博士取得後のキャリアプラン
博士課程学生オーラルセッション
ゴミではありません、資源です～廃棄物の回収と有効利用の最前線～
光を操る最先端技術！～外部刺激に応答する高機能発光体～
農業を化学する！～素材が支えるアグリの世界～
化学の魔法が紡ぐ半導体の未来～次世代半導体への挑戦～
異分野と交わる未来の有機合成化学
AI×化学～固定概念を覆す次世代研究！～
Let’s Enjoy Chemistry ! ~ From Japan to the World ~
 / 日本と世界で化学を楽しもう！

産学官R&D紹介企画 
産学官の諸機関の研究開発アクティビティを紹介します。
参加機関の様々なアピールを、見て、聴いて、お楽しみ下さい。
●R&D展示ブース　●ランチタイムセッション（講演）

学生ポスター発表 
3日間で約1100件のポスター発表が行われます。いずれのポスターでも産学官の
研究者と学生の熱いディスカッションが繰り広げられ、今回も優秀な発表に対して
ポスター発表賞が授与されます。

公開講座
●1 化学と発酵

2024ノーベル賞解説講演
今年のノーベル賞の内容を分かり易く解説します。

コラボレーション企画
各機関からの情報発信により産学官の交流深耕、連携促進の一助とすることを
目的として、コラボレーション企画を実施します。どの企画も参加者にとって興
味深く有益な情報が得られる場ですので、積極的にご参加下さい。

●1 三井化学特別企画：
触媒科学フォーラム～触媒科学最前線～

●2 産総研特別企画：
産総研の社会実装に向けた研究開発の取り組み

●3 文科省科研費学術変革領域研究（B）
「反応駆動学」特別企画：
活性点・反応場・輸送場のダイナミクス

●4 文科省科研費新学術領域研究
「水圏機能材料：環境に調和・応答するマテリアル構築学の創成」特別企画：
水と材料の学理：5年間で見えた水圏の未来

●5 文科省科研費学術変革領域研究（A）
「炭素資源変換を革新するグリーン触媒科学」特別企画：
分子の構造に左右されない有機合成化学の確立を目指して

https://festa.csj.jp/2024/
CSJ化学フェスタで実施する企画へ参加される方には
有料・無料に関わらず参加登録をお願いしています。ウェブサイトよりお申込み下さい。

※参加費はすべて税込価格です。

参加登録のご案内

フェスタ企画参加費

*1…個人正会員・教育会員・シニア会員・法人正会員企業に所属する方が対象です。
*2…ポスター審査員の方について、審査日に限定して当日開催される企画に無料でご参加いただけます。
　　審査日以外の日程に参加される場合、参加登録をお願い致します。
*3…通常申込期間のお支払い方法はクレジットカードのみとなります。
*４…参加費の課税区分は全て課税です。

参加区分

早期 18,000円 30,000円 6,000円 8,000円 14,000円

14,000円

2,500円

通常*3 購入不可21,000円 33,000円 8,000円 9,000円

正会員*1 非会員 学生会員 非会員学生 *2ポスター審査員 プログラム集（冊子版）

早期申込期間　　8月1日～9月12日

プログラム公開　8月1日

通常申込期間　　10月1日～会期当日

Web予稿集公開   9月26日
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10月22日（火） フェスタ企画…有料 公開企画…無料
※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。

開会式開会式

10:30-10:4010:30-10:40

2024ノーベル賞
解説講演
本年度のノーベル賞の内容を、分
かり易く解説する講演会を実施い
たします。

10:40-12:0010:40-12:00

文科省科研費新学術領域研究
「水圏機能材料：環境に調和・応答するマテリアル構
築学の創成」特別企画：水と材料の学理：5年間で見
えた水圏の未来
本新学術領域研究では、「水」の存在下において環境と調和・相互作用し
ながら機能を発現する材料を「水圏機能材料」と定義し、「水」と「材
料」の相互作用を分子レベル・ナノ集合レベルでとらえて、新しいマテリ
アル構築学の創成を目指してきました。特別企画では、水と材料の学理に
ついて領域研究を通して分かってきたことを様々な角度から紹介します。

13:30-16:3513:30-16:35

化学の魔法が紡ぐ半導体の未来
～次世代半導体への挑戦～
近年、IoTの発展、AIの進化、EVの普及などを要因として半導体市
場は活況を呈しており、次世代半導体の技術進化には、化学が大き
な役割を果たしています。本セッションでは、無機半導体と有機半
導体およびその融合技術や製造プロセスにおける最新の研究開発動
向に加え、実用化に向けた取り組みを講演していただきます。

13:30-17:5513:30-17:55

三井金属鉱業株式会社ランチタイムセッション～三井金属の銅箔関連技術と共創に向けた取り組み～

12:15-13:0512:15-13:05

AI×化学
～固定概念を覆す次世代研究！～
コツコツ実験を行うことは重要ですが、固定概念に縛られて非効率
的な実験をしていませんか？AIや自動合成を活用することで効率的
に研究や開発を進められるなら、それに越したことはありません。
本セッションでは、反応から材料開発に至る幅広い領域におけるAI
や自動合成の活用事例を学びます。

13:30-17:2013:30-17:20

AI×化学
～進化したAIとのChemistryで
環境・エネルギー・資源問題に挑む～
生成AIに代表される最近のAIの進化は目覚ましいものがあります。
みなさんも業務に趣味にと、様々な場面でAIを活用されているよう
に思います。本セッションでは、「AI×化学」で環境・エネルギ
ー・資源問題の解決に挑む最新の事例について、全体像と他セッシ
ョンに関連する個別案件を紹介します。

9:30-12:009:30-12:00

日本ゼオン株式会社ランチタイムセッション～独創的な製品・サービスの絶え間ない提供にむけて～

12:15-13:0512:15-13:05

香りのチカラで健康・幸せになる
香りは、おいしさ、快適さなどの生活の豊かさをはじめ、ストレス
改善や睡眠など心と身体の健康にもつながっています。香り物質
（数十万種）と嗅覚受容体（396種類）の多さから嗅覚は視聴覚と
比べて複雑なため未開拓の部分が多く、これからの研究が期待され
ています。本セッションでは嗅覚受容体や脳科学を活用した香りの
最新の研究・技術を紹介します。

13:30-17:0013:30-17:00

ディスパージョンが創出する材料イノベーション
最先端の電子部材から化粧品、さらには食品分野に至るまで、「デ
ィスパージョン」つまり「濃厚分散系」が多く用いられています。
本セッションでは、ディスパージョンの基本から、実用的な測定
法、さらには電子部材への応用まで最先端で活躍する研究者の成果
を紹介し、今後の展望を参加者の皆様と共有したいと思います。

9:30-11:559:30-11:55

東亞合成株式会社ランチタイムセッション～素材と機能の可能性を追求する、東亞合成の研究開発事例～

12:15-13:0512:15-13:05

異分野と交わる未来の有機合成化学
有機合成化学の勢いは止まることを知りません！画期的な反応や技術が開発されるとともに、どんどん異分野の研究と
交わって、これまで考えもしなかった医療診断分子やマテリアルが創出され続けています。本セッションでは、未来の
私たちの生活を豊かにする最先端の有機合成化学に注目します。

10:00-18:0010:00-18:00

産学官R&D紹介企画 -展示ブース-
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。
①太陽ホールディングス（株）、②東亞合成（株）、③（株）クレハ、④デンカ（株）、⑤花王（株）、⑥（株）日本触媒、⑦三菱ケミカル（株）、⑧ダウケミカル日本（株)、
⑨旭化成（株）、⑩三菱ガス化学（株）、⑪日揮ユニバーサル（株）、⑫DIC（株）、⑬住友ベークライト（株）、⑭東レ（株）、⑮日本ゼオン（株）、⑯住友化学（株）、
⑰ライオン（株）、⑱（株）豊田中央研究所、⑲出光興産（株）、⑳帝人（株）、㉑ENEOS（株）、㉒（株）ADEKA、㉓三井化学（株）、㉔日産化学（株）、㉕大阪有機化学工業（株）、
㉖東ソー（株）、㉗（株）島津製作所、㉘（国研）産業技術総合研究所、㉙伊勢化学工業（株）、㉚田岡化学工業（株）、㉛富士通（株）、32SEM Iジャパン

10:00-18:0010:00-18:00

学生ポスター発表:P3
物理化学[001-020]、無機化学・触媒化学・分析
化学[021-040]、有機化学[041-062]、錯体・
有機金属化学[063-077]、天然物化学・生体機能
関連化学・バイオテクノロジー[078-092]、高分
子化学[093-107]、材料化学[108-122]

16:00-18:0016:00-18:00

学生ポスター発表:P2
無機化学・触媒化学・分析化学[001-020]、
有機化学[021-048]、天然物化学・生体機能
関連化学・バイオテクノロジー[049-078]、
高分子化学[079-097]、材料化学[098-121]

13:30-15:3013:30-15:30

学生ポスター発表:P1
物理化学[001-016]、無機化学・触媒化学・
分析化学[017-036]、有機化学[037-065]、
錯体・有機金属化学[066-079]、高分子化学
[080-103]、材料化学[104-122]

10:00-12:0010:00-12:00

13:30-13:35 開会挨拶　加藤 隆史（東京大学）

13:35-14:05 水圏機能材料研究の進展と今後の展開　加藤 隆史（東京大学）

14:05-14:20 水圏機能材料の軟Ｘ線分光理論計算による水の構造の解明　高橋 修（広島大学）

14:20-14:35 計算科学による水圏機能材料の全原子シミュレーション　渡辺 豪（北里大学）

14:35-14:50 水圏合成で得られた生分解性無機コロイド液晶のフォトニック機能　加藤 利喜（岡山大学）

15:00-15:30 水圏機能材料のバイオ・環境機能開拓　田中 賢（九州大学）

15:30-15:45 水圏機能材料と水の界面における水の電子構造論的解析　鳥居 肇（静岡大学）

15:45-16:00 水圏で機能するイオン認識材料の開拓　中畑 雅樹（大阪大学）

16:00-16:15 水圏で機能する有機電子材料の構築　藤野 智子（東京大学）

16:15-16:30 水圏で分子・イオンと選択的に相互作用する機能性炭素材料の開発　仁科 勇太（岡山大学）

16:30-16:35 閉会挨拶　加藤 隆史（東京大学）

10:30-10:40 開会の挨拶　丸岡 啓二（日本化学会会長/京都大学）
 加藤 隆史（化学フェスタ実行委員長/東京大学）

13:30-13:35 開会挨拶　井上 明久（JSR（株））

13:35-14:10 半導体後工程技術の深化と進化～チップレット集積と3D化の開発動向～　井上 史大（横浜国立大学）

14:10-14:45 次世代半導体のCMPプロセスの現状と将来展望
　土肥 俊郎（九州大学/埼玉大学/（株）Doi Laboratory）

14:45-15:20 新規ポリマー高耐熱接合材料の開発と応用　久宗 穣（三井化学（株））

15:25-16:00 ペロブスカイト量子ドットの量産化手法と応用展開　増原 陽人（山形大学）

16:00-16:35 エレクトロニクス応用を目指した２.５次元物質の創製とプロセッシング　吾郷 浩樹（九州大学）

16:40-17:15 CT現象を基礎とした次世代有機エレクトロニクスの展開　安達 千波矢（九州大学）

17:15-17:50 有機半導体への溶液プロセス化学ドーピング　山下 侑（物質・材料研究機構（NIMS））

17:50-17:55 閉会挨拶　赤塚 威夫（（株）日本触媒）

09:30-09:35 開会挨拶　角野 岳志（住友化学（株））

09:35-10:10 【基調講演】カーボンニュートラルと「AI×化学」　樋口 海里（環境省）

10:10-10:45 AI×化学で電池材料探索に挑む　中山 将伸（名古屋工業大学）

10:45-11:20 再生材利活用を実現するデザインとインフォマティクスの研究開発　中土 裕樹（（株）日立製作所）

11:20-11:55 カーボンニュートラルの実現に向けたCO2変換触媒の開発　鎌田 博之（（株）IHI）

11:55-12:00 閉会挨拶　長田 実（名古屋大学）

13:30-13:35 開会挨拶　伊藤 博之（東ソー（株））

13:35-14:10 生成AIを用いた材料探索～実例と今後の展望～　向田 志保（三井化学（株）/信州大学/大阪大学）

14:10-14:45 生成AIを活用した有機分子開発　隅田 真人（理化学研究所）

14:45-15:20 研究開発とマテリアルズ・インフォマティクスの共創　陳 嘉修（MI-6（株））

15:30-16:05 グリーンものづくりを志向した合成手法の機械学習　間瀬 暢之（静岡大学）

16:05-16:40 AI×ハイスループット実験による研究開発の高速化　田邊 祐介（三菱ケミカル（株））

16:40-17:10 AIとロボットが化学実験を進めるってホント？！　一杉 太郎（東京大学/東京工業大学）

17:15-17:20 閉会挨拶　田中 敬二（九州大学）

09:30-09:35 開会挨拶　山下 裕司（神奈川大学）

09:35-10:00 実務者サイドから考える分散の基礎とその応用　中村 一郎（ハリマ化成（株））

10:00-10:25 自己集合によるコロイド系の構造形成、無重力下のコロイド集合　山中 淳平（名古屋市立大学）

10:35-11:25 【基調講演】材料イノベーションを先導する濃厚コロイド分散系の科学
　武田 真一（武田コロイドテクノ・コンサルティング（株））

11:25-11:50 液液、気液分散系の分散安定化メカニズム　山下 裕司（神奈川大学）

11:50-11:55 閉会挨拶　米澤 徹（北海道大学）

13:30-13:35 開会挨拶　山本 政宏（TOTO（株））

13:35-14:05 香りのヒューメインな有効活用に向けた嗅覚基礎研究の進展　岡本 雅子（東京大学）

14:05-14:35 おいしさの設計技術～分析技術を活用したフレーバーの理解～　中田 勇二（味の素（株））

14:35-15:05 ビールの香りへの分析化学・感性科学アプローチ　蛸井 潔（サッポロビール（株））

15:25-15:55 香り成分の有効性に関する新知見とその活用・課題について～抗ストレス、睡眠改善、認知症予防の観
点から～　矢田 幸博（筑波大学/統合生理学研究所）

15:55-16:25 香りを介した植物間コミュニケーションを農業に展開する　塩尻 かおり（龍谷大学）

16:25-16:55 香粧品における香りの価値　福喜多 祐子（（株）資生堂）

16:55-17:00 閉会挨拶　岡本 晃充（東京大学）

10:00-10:05 開会挨拶　田中 克典（理化学研究所）

10:05-10:35 まだまだあった新しい反応！　宮本 和範（慶應義塾大学）

10:35-11:05 ミュオン（！？）と交わる有機合成反応　伊藤 繁和（東京工業大学）

11:05-11:30 それは無茶でしょ、こんなに大量合成・・・　山下 修治（三菱ケミカル（株））

11:30-12:00 有機合成化学よ、分子に多様性を与えよ！　村上 慧（関西学院大学）

13:30-14:00 光、踊り、掴むマテリアルを有機合成化学の力で！　熊谷 直哉（慶應義塾大学）

14:00-14:30 こんなマテリアル、作って良いの！？　八木 亜樹子（名古屋大学）

14:30-15:00 生物的な技術だけじゃないよ、有機合成化学で操る私達の免疫　井貫 晋輔（徳島大学）

15:15-15:45 患者様のサンプルで反応させて診断する？　藤田 恭平（東京大学）

15:45-16:10 提供しようよ、医薬品に新しい骨格を！　守 芳樹（田辺三菱製薬（株））

16:10-16:40 新しい天然物のためにもっともっと騙そう、細胞！　淡川 孝義（理化学研究所）

16:55-17:25 こんな分子をどうやって作る？　長友 優典（北海道大学）

17:25-17:55 今ならもっと簡単に作れるよ、アルカロイド！？　石川 勇人（千葉大学）

17:55-18:00 閉会挨拶　池本 晃喜（東京大学）
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10月23日（水） フェスタ企画…有料 公開企画…無料
※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。

文科省科研費学術変革領域研究（B）「反応駆動学」
特別企画：活性点・反応場・輸送場のダイナミクス
文科省科研費学術変革領域研究（B）「反応駆動学」では、原子ひとつか
らなる触媒活性点のスケール（Å）から、化学反応が起こる舞台である反
応場のスケール（nm）、反応場の周囲にある物質輸送領域のスケール(µm)
に至るまで、これまで利用されてこなかった反応駆動力を活用する新しい
学理「反応駆動学」を追求し、これまで不可能であった革新的な省エネル
ギー物質変換の実現を目指しています。本セッションでは、本領域の背
景、目指すべきゴール、最近得られてきた研究成果について紹介します。

9:45-12:009:45-12:00

産総研　特別企画：産総研の社会実装に向け
た研究開発の取り組み
産総研は、これまでに培った技術資産を速やかに産業界に実装
するための取組として、2023年に（株）AIST Solutions
（AISol）を設立しました。本企画では、AISolのマーケティ
ング情報や連携機能を活用して、産総研の研究開発成果を産業
界と一緒に社会実装するための取り組みを紹介します。

13:30-17:2013:30-17:20

細胞外小胞の新しい世界
～細胞からのメッセージとその活用～
我々ヒトを含む多細胞生物は様々な種類の細胞から構成されてお
り、その機能を維持するために絶えず細胞間で細胞外小胞等を用
いてコミュニケーションをとっています。近年、この細胞外小胞
の免疫調整機能や由来の細胞の情報が含まれていることを活用
し、様々な疾患診断や組織修復など多岐に渡っての応用が進んで
います。本セッションでは細胞外小胞（エクソソーム）の活用に
関する最新の研究・技術を紹介します。

9:30-11:509:30-11:50

博士課程学生オーラルセッション
本セッションは、化学フェスタでポスター発表する博士課程学生に、普段の学会発表とは異なる、産業界を含めた異分
野の人へ自分の研究を口頭発表で広くアピールできる場を提供します。博士学生を中心とした、産学官の立場・世代を
越えた交流を目指します。優秀な発表には「CSJ化学フェスタ博士オーラル賞」を授与します。

9:30-17:509:30-17:50

量子時代のバイオ
現代は量子の時代と後世で呼ばれる可能性があるという研究者も
います。渡り鳥の量子コンパスを始め分子レベルだけでは説明で
きない生き物の振る舞いや、核スピンを活用したバイオ機能の計
測に注目が集まっています。化学の観点も取り入れて進められて
いる量子バイオロジーに関する最先端の研究成果を紹介します。

13:30-17:3013:30-17:30

光を操る最先端技術！
～外部刺激に応答する高機能発光体～
21世紀は「光の時代｣であると言われ、その基盤をなす発光
材料の開発が活発に行われています。本セッションでは、外
部刺激に応答して発光する化合物や発光色が変わる化合物に
注目しました。最先端の高機能発光体に関する研究を紹介し
ます。

13:30-16:4513:30-16:45

産業技術総合研究所ランチタイムセッション～研究生活やキャリアについて～

12:15-13:0512:15-13:05

新時代に向けたエネルギー、バッテリー開発＆評価の世界は今！
電池研究開発の最前線として、リチウム電池の主役を狙うフッ素化合物、全固体、マグネシウムなどワクワクする新技
術の紹介をいただきます。化学材料開発、劣化評価、新提案など電池関連について最前線の事例を解説いたします。

9:30-16:409:30-16:40

交
流
会

18:15-18:15-

開場予定
18:00-農業を化学する！

～素材が支えるアグリの世界～
農業は私たちの生活に欠かせない重要な産業の1つです。人
口増加による食料の確保やカーボンニュートラルなどの社会
課題に対する様々な取り組みが行われる中、生産性を高める
素材やバイオマス素材など、化学とのつながりはますます深
まっています。本セッションでは、農業と化学に関連する最
新の取り組みを紹介します。

9:30-12:009:30-12:00

「視線」を変えて界面の別の顔を見る！
さまざまな波長の電磁波や電子線が表面・界面のキャラクタ
リゼーションに利用されています。基本的な原理は教科書に
も記されていますが、計測技術は日々進化しています。本セ
ッションでは、それら光線、ビームを用いた最先端の計測技
術の開発および表面・界面の構造評価や分光学的解析につい
て講演していただきます。

13:30-16:3513:30-16:35

ムキにならずにユウキをもって
無機と有機を融合してみよう！
無機材料と有機材料を組み合わせたハイブリッド材料は、こ
れまでにない特性や、新しい機能を引き出すことができま
す。本セッションでは、太陽電池などのエネルギー分野にお
けるハイブリッド材料を利用した「高機能化」とハイブリッ
ド化による光応答性など「新機能」の発現に関する研究につ
いて紹介します。

9:30-12:009:30-12:00

巧みにくっつけてキレイに回収！
魔法の材料で環境問題に貢献
我々は、地球温暖化、水質・大気汚染など、様々な環境問題に直面
しています。このような問題を解決するために、原因となる物質を
いかに取り除くかが重要です。本セッションでは、粘土鉱物、層状
化合物、ゼオライトなどの機能性材料を用いた「吸着分離・回収」
に焦点を当てた研究事例を紹介します。

9:30-12:009:30-12:00

人生は自分で切り開くぞ！
博士取得後のキャリアプラン
本セッションでは、博士号を取得すると何が違うのか、またどのよ
うな人生が描けるのかを、産学官の第一線で活躍されているベテラ
ン・若手研究者の方々にご講演頂きます。講演を通じて、学生の皆
さんが「自分が活躍する将来像」を具体的にイメージできるように
アドバイスを贈ります。

13:30-17:4013:30-17:40

デンカ株式会社ランチタイムセッション～化学の力で世界をよりよくするデンカの研究開発のご紹介～

12:15-13:0512:15-13:05

株式会社クレハランチタイムセッション～ナケレバ、ツクレバ 社員から見たクレハのR&D～

12:15-13:0512:15-13:05

産学官R&D紹介企画 -展示ブース-
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。
①太陽ホールディングス（株）、②東亞合成（株）、③（株）クレハ、④デンカ（株）、⑤花王（株）、⑥（株）日本触媒、⑦三菱ケミカル（株）、⑧ダウケミカル日本（株)、
⑨旭化成（株）、⑩三菱ガス化学（株）、⑪日揮ユニバーサル（株）、⑫DIC（株）、⑬住友ベークライト（株）、⑭東レ（株）、⑮日本ゼオン（株）、⑯住友化学（株）、
⑰ライオン（株）、⑱（株）豊田中央研究所、⑲出光興産（株）、⑳帝人（株）、㉑ENEOS（株）、㉒（株）ADEKA、㉓三井化学（株）、㉔日産化学（株）、㉕大阪有機化学工業（株）、
㉖東ソー（株）、㉗（株）島津製作所、㉘（国研）産業技術総合研究所、㉙伊勢化学工業（株）、㉚田岡化学工業（株）、㉛富士通（株）、32SEM Iジャパン

10:00-18:0010:00-18:00

学生ポスター発表:P6
無機化学・触媒化学・分析化学[001-016]、
有機化学[017-031]、錯体・有機金属化学
[032-046]、天然物化学・生体機能関連化学・
バイオテクノロジー[047-071]、高分子化学
[072-092]、材料化学[093-122]

16:00-18:0016:00-18:00

学生ポスター発表:P5
物理化学[001-024]、無機化学・触媒化学・
分析化学[025-052]、有機化学[053-067]、
錯体・有機金属化学[068-087]、天然物化学・
生体機能関連化学・バイオテクノロジー
[088-102]、材料化学[103-122]

13:30-15:3013:30-15:30

学生ポスター発表:P4
無機化学・触媒化学・分析化学[001-020]、
有機化学[021-051]、天然物化学・生体機能
関連化学・バイオテクノロジー[052-075]、
高分子化学[076-099]、材料化学[100-119]

10:00-12:0010:00-12:00

09:45-09:55 開会挨拶　今岡 享稔（東京工業大学）
09:55-10:15 CO2還元を駆動する動的高分子膜の創製　齋藤 敬（京都大学）
10:15-10:35 選択的物質輸送を指向したナノ細孔の創製　久保 祥一（東京工業大学）
10:35-10:55 ゼオライト場を利用したCO2還元反応の高速駆動　織田 晃（名古屋大学）
10:55-11:15 活性点の原子ダイナミクス解明にむけた大規模量子分子動力学計算手法の開拓

　西村 好史（早稲田大学）
11:15-11:35 微小活性点の機構解明にむけた超高感度ラマン分光法の開発　葛目 陽義（山梨大学）
11:35-11:55 サブナノ粒子触媒によるCO2水素化の低温駆動　今岡 享稔（東京工業大学）
11:55-12:00 閉会挨拶　齋藤 敬（京都大学）

13:30-13:35 開会挨拶　濱川 聡（産業技術総合研究所）
13:35-13:40 趣旨説明　千野 靖正（産業技術総合研究所）
13:40-14:05 AISTグループとAIST Solutionsの紹介　逢坂 清治（（株）AIST Solutions）
14:05-14:20 MPIプラットフォームの事業紹介　北本 大（（株）AIST Solutions）
14:20-14:50 中部センター セラミックス・合金拠点における研究事例～微構造、製造条件を活用した材料特性予測

AIの開発～　古嶋 亮一（産業技術総合研究所）
14:50-15:20 中国センター 有機・バイオ材料拠点における研究事例～プロセスインフォマティクス（PI）技術によるナ

ノセルロース複合材料開発の加速～　榊原 圭太（産業技術総合研究所）
15:35-16:00 AISolプロデュース事業の紹介　中林 亮（（株）AIST Solutions）
16:00-16:25 ポリエステル繊維のケミカルリサイクルに向けた研究開発について　田中 真司（産業技術総合研究所）
16:25-16:50 AISolスタートアップの紹介　玉置 広志（（株）AIST Solutions）
16:50-17:15 iFactoryの紹介と連続生産方式による医薬品製造技術の開発について

　増田 光一郎（産業技術総合研究所）
17:15-17:20 閉会挨拶　遠藤 明（産業技術総合研究所）

09:30-09:35 開会挨拶　髙橋 祐司（東洋紡（株））
09:35-10:05 がん細胞が発するメッセージを細胞外小胞から解読する～化学でがんと戦う～

　安井 隆雄（東京工業大学）
10:05-10:35 エクソソーム知見を活用した化粧品応用の試み　宮井 雅史（（株）資生堂）
10:45-11:15 高価な装置を必要としない細胞外小胞のキャッチ&リリース単離法の開発　河野 健一（京都大学）
11:15-11:45 生体膜構造の超解像観察が拓く新しい世界　藤原 敬宏（京都大学）
11:45-11:50 閉会挨拶　杉山 由紀（（株）資生堂）

13:30-13:35 開会挨拶　池田 将（岐阜大学）
13:35-14:10 【基調講演】量子技術の生命科学研究への可能性　清中 茂樹（名古屋大学）
14:10-14:40 量子時代の酵素化学～計算ミューテーションの提案～　吉澤 一成（京都大学）
14:40-15:10 量子生命科学のこれから　田中 成典（神戸大学）
15:10-15:40 線虫実験を高精度・高効率化する量子バイオ技術の創出とその応用

　鈴木 芳代（量子科学技術研究開発機構）
15:50-16:25 【基調講演】In Vivo生体代謝イメージングに向けた分子プローブのケミカルデザイン

　山東 信介（東京大学）
16:25-16:55 ペロブスカイト量子ドットの工業的生産方法の開発　浅倉 聡（伊勢化学工業（株））
16:55-17:25 爆轟(ばくごう)法ナノダイヤ～生体センサー応用から太陽光を利用したCO2の資源化まで～

　間彦 智明（（株）ダイセル）
17:25-17:30 閉会挨拶　田中 賢（九州大学）

09:30-09:35 開会挨拶　山根 和行（（株）クレハ）
09:35-10:10 生物が資化可能な非天然型糖の化学合成～タンパク質生産に繋がる新技術～　中西 周次（大阪大学）
10:10-10:45 新しいバイオプラスチックの開発に向けた、ポリエステルとバイオポリアミドとの複合化技術

　田中 慎二（産業技術総合研究所）
10:45-11:20 未来を耕す、創造力になれ～安定的な食の確保と、豊かな生活を守る農薬研究～

　岡田 敦（日本農薬（株））
11:20-11:55 新規農業資材としてのバイオスティミュラント～農薬・肥料の削減と気候変動への対応策～

　鳴坂 義弘（岡山県農林水産総合センター）
11:55-12:00 閉会挨拶　山根 和行（（株）クレハ）

13:30-13:35 開会挨拶　北川 裕一（北海道大学）
13:35-14:05 電気刺激で鮮やかに発光する高性能塗布型有機EL材料の開発　福島 大介（住友化学（株））
14:05-14:35 見えない静電気分布を可視化する発光センシング材料　佐藤 友哉（産業技術総合研究所）
14:35-15:05 発光性クロミック材料　加藤 昌子（関西学院大学）
15:10-15:40 発光性メカノクロミズムを示す分子結晶の開発　関 朋宏（静岡大学）
15:40-16:10 摩擦で光るトライボルミネッセンス　狩俣 歩（沖縄科学技術大学院大学）
16:10-16:40 応力発光による破壊挙動の可視化技術　寺崎 正（産業技術総合研究所）
16:40-16:45 閉会挨拶　田村 興造（（株）クラレ）

09:30-09:35 開会挨拶　夏原 正仁（（株）島津製作所）
09:35-10:10 電気化学は面白い　水畑 穣（神戸大学）
10:10-10:45 二次電池革新に向けた電解液材料設計　山田 裕貴（大阪大学）
10:50-11:25 二次電池の社会実装に向けた産総研での取り組み　妹尾 博（産業技術総合研究所）
11:25-12:00 全固体電池の試作・評価最前線　坪田 隆之（（株）コベルコ科研）
13:30-14:05 高エネルギー密度型フッ化物シャトル電池の現状と展望　安部 武志（京都大学）
14:05-14:40 マグネシウム蓄電池開発の現状および課題　八木 俊介（東京大学）
14:40-15:15 格子体積変化のない全固体電池用正極材料　薮内 直明（横浜国立大学）
15:20-15:55 電池特性精密測定ノウハウ　高橋 哲哉（日置電機（株））
15:55-16:30 地球はつづく、化学で電池開発加速　長谷川 剛史（東亞合成（株））
16:30-16:40 閉会挨拶　四反田 功（東京理科大学）

09:30-09:35 開会挨拶　亀田 知人（東北大学）
09:35-10:10 層状複水酸化物による特定有害陰イオンの分離・回収　笹井 亮（島根大学）
10:10-10:45 ゼオライトによる放射性物質の回収・固定　渡邊 雄二郎（法政大学）
10:45-11:20 高い選択性と広い適用性を兼ね備えたホスト分子結晶による難分離性ゲスト捕捉法の開発

　諸橋 直弥（東北大学）
11:20-11:55 粘土ナノシートでつくる新しい吸着剤　岡田 友彦（信州大学）
11:55-12:00 閉会挨拶　上野山 伸也（積水化学工業（株））

09:30-09:35 開会挨拶　寺西 貴志（岡山大学）
09:35-10:15 【基調講演】太陽電池の新たな主役、有機無機ペロブスカイト材料　宮坂 力（桐蔭横浜大学）
10:15-10:45 有機無機ハイブリッド太陽電池の実用化に向けた寿命予測　峯元 高志 （立命館大学）
10:55-11:25 有機-無機ハイブリッド材料による透明光学材料の創出　川口 正剛（山形大学）
11:25-11:55 “見えない・使えない”光を”見える・使える“光に！～有機無機ハイブリッド低次元マテリアルが創る新しい光

の世界～　石井 あゆみ（早稲田大学）
11:55-12:00 閉会挨拶　竹崎 宏（東レ（株））

13:30-13:35 開会挨拶　橋詰 峰雄（東京理科大学）
13:35-14:35 【基調講演】干渉と振動を駆使した装置を作って界面の相互作用を理解する　栗原 和枝（東北大学）
14:35-15:10 電子ビームで接着界面のナノ構造を明らかにする　堀内 伸（産業技術総合研究所）
15:20-15:55 「やわらかい」X線の顕微鏡で界面の化学状態を評価する　山根 宏之（（一財）光科学イノベーションセンター）
15:55-16:30 複数の光を組み合わせて界面のスペクトルを高精度で測定する　二本柳 聡史（理化学研究所）
16:30-16:35 閉会挨拶　原 寛（帝人（株））

13:30-13:35 開会挨拶　桑折 道済（千葉大学）
13:35-14:15 Mr. ナノゲルとDr. 深海ヒッチハイカー　出口 茂（海洋研究開発機構）
14:15-14:55 博士号を通して広がる世界　有浦 芙美（アルケマ（株））
14:55-15:25 誰にでも開かれている博士進学への扉　乙山 美紗恵（産業技術総合研究所）
15:45-16:15 アメリカでの10年間：化学でつながる世界　久保 智弘（東京工業大学）
16:15-16:55 博士号と私　小倉 俊一郎（東京工業大学）
16:55-17:35 学位って必要ですか？　伊藤 恵利（（株）メニコン/東北大学）
17:35-17:40 閉会挨拶　田中 敬二（九州大学）
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10月24日（木） フェスタ企画…有料 公開企画…無料
※有料・無料に関わらず参加登録が必要です。

文科省科研費学術変革領域研究（A）
「炭素資源変換を革新するグリーン触媒科学」
特別企画：分子の構造に左右されない有機合成化学の
確立を目指して
本学術変革領域では、光や電気エネルギーを利用した触媒によりラジカル
反応を制御するための学理を創発し、物質生産の根幹を担う有機合成化学
を持続型社会に適した姿に変革することを目指しています。本企画では、
ラジカルの発生と結合形成の触媒的な制御に向けた関連分野における最先
端の試みを紹介し、今後を展望します。

9:30-12:009:30-12:00

三井化学特別企画：
触媒科学フォーラム～触媒科学最前線～
三井化学は「地球環境と調和の中で、材料・物質の変革と創出
を通して広く社会に貢献する」ことを目指しており、ものづく
りの基盤技術である触媒科学の発展に向けて触媒科学フォーラ
ムを開催いたします。触媒科学の第一線でご活躍の先生方によ
る招待講演・2024年三井化学触媒科学賞受賞者より最先端の
触媒技術をご紹介いただきます。

13:30-17:3013:30-17:30

Let’s Enjoy Chemistry ! ～From Japan to the World～ 
/ 日本と世界で化学を楽しもう！
This is the 7th English session for international researchers in CSJ Chemistry 
Festa. The organizing committee welcomes both international and Japanese 
researchers, postdocs, and students who want to be active in not only Japan 
but also global stage of chemistry. The international academic and industrial 
researchers who have international career will give special invited talks 
including their research work, motivation, and advice for you.

9:30-12:009:30-12:00

ゴミではありません、資源です
～廃棄物の回収と有効利用の最前線～
「捨てればゴミ、活かせば資源」という言葉が示すとおり、日常
生活から発生する廃棄物は、適切な材料設計・分離回収技術・活
用法等を開発することで重要な資源となり、我々の生活を豊かな
ものにします。本セッションでは、日常生活から排出される廃棄
物の回収から活用に関する最新の研究成果について紹介します。

9:30-12:009:30-12:00

プラスチックの持続可能なグレートジャーニー
～分解触媒とリサイクルの最前線～
今まで役目を終えるとプラスチックたちは土（埋設）や大気（焼
却）に戻っていました。彼らともっと長く暮らしたいですね。本
セッションでは、彼らの命を再び吹き込む技術たち、プラスチッ
クの分解触媒とリサイクル技術の最前線を紹介します。

13:30-17:3013:30-17:30

常識と限界を超え新しい化学を拓く～最先端分析･観測のチカラ～
化学と生物の垣根がなくなりつつある現在のケミカルバイオロジー研究推進には、常識と限界を超える化学とバイ
オのチカラが必要とされています。分析・観察技術の限界突破から見えてくるバイオの世界は、私達の想像を遥か
に超えていることがあります。本セッションでは、超高感度・超時間分解能を有する分析･観察技術によって明ら
かになった新たな生命の化学について紹介します。

9:30-17:259:30-17:25

花王株式会社ランチタイムセッション～生活を支えるハウスホールド技術と製品の開発～

12:15-13:0512:15-13:05

化学のチカラでCO2を整理整頓
～集めて、分けて、変える～
地球温暖化対策は、持続可能な社会に向けて取り組むべき喫
緊の課題であり、二酸化炭素の回収、分離、変換技術の必要
性は高まっています。 本セッションでは、これらの技術に
関わる新素材について講演いただき、その可能性と課題につ
いて紹介します。

13:30-17:2013:30-17:20

カーボン系素材の不思議な変身ショー
～異なる次元性素材の可能性～
「次元性」は物質・材料の機能や物性を議論する上で極めて
重要な因子の一つです。本セッションでは、次元の異なるカ
ーボン系素材に関する最新の話題を紹介することにより、
「次元性」と「カーボン」をキーワードとして実現可能な新
素材の可能性を探ります。

9:30-11:459:30-11:45

公開講座「化学と発酵」
発酵を知ることで、健康で楽しい食生活を送りませんか？化学とバ
イオの技術進歩により、伝統的な食品にも革新が起きています。本
公開講座では、化学で迫る発酵食品のホットな話題をわかりやすく
お話ししていただきます。一般の方から化学者まで、多くの方のご
参加をお待ちしています。

13:30-17:3513:30-17:35

化学のプレゼンに役立つKNOW-HOW
自分の研究や仕事の成果を正しく評価してもらうためには、高度な
内容でもわかりやすく、また注目され、外に向けて発信することが
重要です。本企画では、データのシミュレーションやグラフの見せ
方およびスライドの構成など、プレゼンテーションを魅力的にする
様々な方法と、論文執筆から掲載までの流れを講師の先生方に紹介
していただきます。

9:30-12:009:30-12:00

ＥＮＥＯＳ株式会社ランチタイムセッション～エネルギートランジションに向けた中央技術研究所での研究開発事例～

12:15-13:0512:15-13:05

カーボンニュートラルにいい燃料？
e-fuel（合成燃料）の可能性と展望
CO2と再エネ由来の水素から製造されるe-fuel（合成燃料）
は、従来の化石燃料と異なり大気中のCO2を増やすことがな
いため、未来のカーボンニュートラル原料として注目を集め
ています。本セッションでは、e-fuelを製造するための技術
を中心に最新の研究動向について紹介します。

13:30-16:5513:30-16:55

水から水素を！
カーボンニュートラルの救世主
二酸化炭素やバイオマスを資源・エネルギーとして活用する
ことはカーボンニュートラル実現のために必要不可欠で、水
素が重要な役割を担っています。今後、水電解技術で、水素
を安く、大量に製造することが求められています。本セッシ
ョンでは、水電解研究の最前線について紹介します。

9:30-12:009:30-12:00

株式会社島津製作所ランチタイムセッション 特徴に影響を与える成分の探索及び違いの可視化～日本酒の味わいを中心に～

12:15-13:0512:15-13:05

Royal Society of Chemistry ランチタイムセッション～国際誌に論文を発表するということ：エディターの視点から～

12:15-13:0512:15-13:05

産学官R&D紹介企画 -展示ブース-
企業や研究機関がポスターや製品サンプル・モデルの展示などで研究開発アクティビティを個性豊かに紹介します。
①太陽ホールディングス（株）、②東亞合成（株）、③（株）クレハ、④デンカ（株）、⑤花王（株）、⑥（株）日本触媒、⑦三菱ケミカル（株）、⑧ダウケミカル日本（株)、
⑨旭化成（株）、⑩三菱ガス化学（株）、⑪日揮ユニバーサル（株）、⑫DIC（株）、⑬住友ベークライト（株）、⑭東レ（株）、⑮日本ゼオン（株）、⑯住友化学（株）、
⑰ライオン（株）、⑱（株）豊田中央研究所、⑲出光興産（株）、⑳帝人（株）、㉑ENEOS（株）、㉒（株）ADEKA、㉓三井化学（株）、㉔日産化学（株）、㉕大阪有機化学工業（株）、
㉖東ソー（株）、㉗（株）島津製作所、㉘（国研）産業技術総合研究所、㉙伊勢化学工業（株）、㉚田岡化学工業（株）、㉛富士通（株）、32SEM Iジャパン

10:00-18:0010:00-18:00

学生ポスター発表:P9
物理化学[001-020]、無機化学・触媒化学・
分析化学[021-043]、有機化学[044-075]、
天然物化学・生体機能関連化学・バイオテクノ
ロジー[076-090]、高分子化学[091-105]、
材料化学[106-120]

16:00-18:0016:00-18:00

学生ポスター発表:P8
無機化学・触媒化学・分析化学[001-022]、
有機化学[023-052]、錯体・有機金属化学
[053-076]、天然物化学・生体機能関連化学・
バイオテクノロジー[077-100]、材料化学
[101-120]

13:30-15:3013:30-15:30

学生ポスター発表:P7
無機化学・触媒化学・分析化学[001-024]、
有機化学[025-058]、高分子化学[059-088]、
材料化学[089-118]

10:00-12:0010:00-12:00

09:30-09:40 開会挨拶　大井 貴史（名古屋大学）
09:40-10:00 高原子価金属－オキソ錯体を活性種とする選択的C-H酸化反応　小島 隆彦（筑波大学）
10:00-10:20 再生可能資源の効率的変換を指向した多機能固体触媒系の開発　金 雄傑（東京大学）
10:20-10:40 光ラジカル触媒の創製　大井 貴史（名古屋大学）
10:55-11:15 コンピュータの力でラジカル発生過程を観ることはできるか？　横川 大輔（東京大学）
11:15-11:35 創薬・生命科学研究を加速する光ラジカル反応技術　大宮 寛久（京都大学）
11:35-11:55 π拡張ハロアレーンの電極メディエータとしての利用と速度論解析　信田 尚毅（横浜国立大学）
11:55-12:00 閉会挨拶　大宮 寛久（京都大学）

13:30-13:40 開会挨拶　柴田 真吾（三井化学（株））
13:40-14:20 【三井化学 触媒科学賞 受賞講演】Catalysis-Enabled Non-Obvious Transformations for 

Structural Modification　Guangbin Dong （University of Chicago）
14:20-15:00 【招待講演】Diving into Chemical Networks of Living Organisms with Catalysts

　金井 求（東京大学）
15:10-15:50 【三井化学 触媒科学奨励賞 受賞講演】Sustainable Chemical Synthesis through Base Metal 

Catalysis and Radical Chemistry　Ming Joo Koh（National University of Singapore）
15:50-16:30  【三井化学 触媒科学奨励賞 受賞講演】Leveraging Ligand Fluxionality in Organonickel 

Catalysis　Keary Mark Engle（The Scripps Research Institute）
16:30-17:10 【招待講演】Biomass Conversion by Heterogeneous Catalysis　福岡 淳（北海道大学）
17:10-17:20 三井化学 触媒科学賞・触媒科学奨励賞 授賞式
17:20-17:30 閉会挨拶　橋本 修（三井化学（株））

09:30-09:35 Opening Remarks　Yuya Oaki（Keio University）
09:35-10:10 Crossing Borders and Disciplines in Europe and Finding a Multidisciplinary Hub in Okinawa

　Akimitsu Narita（Okinawa Institute of Science and Technology Graduate University）
10:10-10:30 Research Toward Energy Conversion Materials for Green Technology

　Wenqin Peng（National Institute for Materials Science）
10:40-11:15 My Life and Adventures in Japanese Chemical Industry

　Krzysztof Moorthi（Mitsui Chemicals, Inc.）
11:15-11:35 From Outsider to Insider: Transforming Challenges into Impacts in Japanese Academia

　Ambara R. Pradipta（Tokyo Institute of Technology）
11:35-11:55 From University to Company: Challenging a New Life Abroad and Novel Research 

Topic　Bianca M. Wiedemann（Kao Corporation）
11:55-12:00 Closing Remarks　Masato Ikeda（Gifu University）

09:30-09:35 開会挨拶　北 憲一郎（産業技術総合研究所）
09:35-10:10 災害廃棄物に対応可能な焼却炉と高効率熱回収システム　山田 裕史（（株）プランテック）
10:10-10:45 使用済みリチウムイオン二次電池からの有価金属回収　葛原 俊介（仙台高等専門学校）
10:45-11:20 ゆりかごからゆりかごへ～廃棄物を資源にする炭素繊維の新資源循環モデル～　入澤 寿平（岐阜大学）
11:20-11:55 PMMAケミカルリサイクル技術の開発　石間伏 武（三菱ケミカル（株））
11:55-12:00 閉会挨拶　宍戸 厚（東京工業大学）

13:30-13:35 開会挨拶　南 豪（東京大学）
13:35-14:20 【基調講演】動静脈連携を志向したプラスチックリサイクル　吉岡 敏明（東北大学）
14:20-14:55 水素を用いた難分解性樹脂のケミカルリサイクル～有機化学の常識を触媒で覆す～

　岩﨑 孝紀（東京大学）
14:55-15:30 ポリエチレン分解に向けたゼオライト触媒の開発　西山 憲和（大阪大学）
15:40-16:15 スーパーエンプラの分解技術　南 安規（産業技術総合研究所）
16:15-16:50 ガス化ケミカルリサイクルプラントの紹介　伊東 浩史（（株）レゾナック）
16:50-17:25 一化学メーカーの炭素循環をめぐる挑戦　野末 佳伸（住友化学（株））
17:25-17:30 閉会挨拶　角野 岳志（住友化学（株））

09:30-09:35 開会挨拶　田中 賢（九州大学）
09:35-10:05 水和水の動きを中性子を使って明らかにする：中性子準弾性散乱の挑戦

　瀬戸 秀紀（高エネルギー加速器研究機構）
10:05-10:35 タンパク質の動的挙動を解明する：X線自由電子レーザーの挑戦　南後 恵理子（東北大学）
10:45-11:30 【基調講演】水の機能を軟X線で可視化する：NanoTerasuの挑戦　原田 慈久（東京大学）
11:30-12:00 クライオ電子顕微鏡による化学構造解析への挑戦　米倉 功治（理化学研究所/東北大学）
13:30-14:00 脳神経回路の謎に光を照らす：光・情報融合技術で挑む　三上 秀治（北海道大学）
14:00-14:30 大規模細胞解析 x ラマンタグによる指向性進化への挑戦　平松 光太郎（九州大学）
14:30-15:15 【基調講演】空間階層の限界を超えるAMATERASで誰も捉えることができなかった細胞を見出す

　永井 健治（大阪大学）
15:30-16:15 【基調講演】細胞内環境下での生体分子NMR解析を目指して：Rheo-NMRの挑戦

　菅瀬 謙治（京都大学）
16:15-16:45 ウイルスの定量化とセンサ性能向上の方向性：対パンデミック技術への挑戦

　安浦 雅人（産業技術総合研究所）
16:45-17:15 細胞内部構造を可視化する：3D-AFMの挑戦　宮澤 佳甫（金沢大学）
17:15-17:25 閉会挨拶　和田 健彦（東北大学）

09:30-09:35 開会挨拶　吉田 真明（山口大学）
09:35-10:15 【基調講演】オールジャパンで挑む革新的水電解プロジェクト　高鍋 和広（東京大学）
10:15-10:45 固液界面の組成・形状の制御を通じた水電解反応の高効率化　南本 大穂（神戸大学）
10:55-11:25 アルカリ水電解システムAqualyzerの開発　渡邊 章（旭化成（株））
11:25-11:55 有機ハイドライド電解合成を利用したグリーン水素サプライチェーン実証　松岡 孝司（ENEOS（株））
11:55-12:00 閉会挨拶　山口 和也（東京大学）

13:30-13:35 開会挨拶　浦崎 浩平（千代田化工建設（株））
13:35-14:10 カーボンニュートラル実現に向けたe-fuelの国内外の最新動向と展望

　稲村 和浩（（一財）カーボンニュートラル燃料技術センター）
14:10-14:45 カーボンリサイクル燃料の高効率利用　田中 光太郎（茨城大学）
14:45-15:20 CO2からの液体合成燃料一貫製造プロセス技術開発への挑戦　望月 剛久（産業技術総合研究所）
15:40-16:15 カーボンニュートラル社会実現に向けた当社における合成燃料技術開発　早坂 和章（ENEOS（株））
16:15-16:50 東洋エンジニアリングにおける合成燃料製造技術への取り組み　寺井 聡（東洋エンジニアリング（株））
16:50-16:55 閉会挨拶　小柳津 研一（早稲田大学）

09:30-09:35 開会挨拶　廣原 志保（宇部工業高等専門学校）
09:35-10:05 受け手に優しいプレゼン資料のためのビジュアル・デザイン　有賀 雅奈（桜美林大学）
10:05-10:40 体感でわかるプレゼンスキル　三輪 佳宏（理化学研究所 /筑波大学）
10:45-11:20 英語プレゼン術　Laurean ILIES（理化学研究所）
11:20-11:55 論文執筆の秘策：インパクトファクターよりもリサーチインパクト

　有賀 克彦（物質・材料研究機構（NIMS）/東京大学）
11:55-12:00 閉会挨拶　藤田 恭子（東京薬科大学）

09:30-09:35 開会挨拶　岡本 敏宏（東京工業大学）
09:35-10:05 0次元の変身ショー：カーボン量子ドット　磯 由樹（慶應義塾大学）
10:05-10:35 1次元の変身ショー：炭素繊維　田中 文彦（東レ（株））
10:40-11:10 2次元の変身ショー：ファンデルワールス複合原子層　町田 友樹（東京大学）
11:10-11:40 3次元の変身ショー：カーボン×超空間　西原 洋知（東北大学）
11:40-11:45 閉会挨拶　山田 泰之（名古屋大学）

13:30-13:35 開会挨拶　竹崎 宏（東レ（株））
13:35-14:10 CO2を集める！～多孔性金属錯体（MOF）～　古川 修平（京都大学）
14:10‒14:45 CO2を集める！～アミン化合物～ 　余語 克則（（公財）地球環境産業技術研究機構）
14:45-15:20 CO2を分ける！～巨大ナノ膜～　藤川 茂紀（九州大学）
15:30-16:05 CO2を分ける！～アミン含有ゲル～　星野 友（九州大学）
16:05-16:40 CO2を変える！～有用物質への変換触媒～　藪下 瑞帆（東北大学）
16:40-17:15 CO2を変える！～CO2とN2からの高分子生産～　伊藤 宏次（Symbiobe（株））
17:15-17:20 閉会挨拶　前田 治彦（住友ベークライト（株））

13:30-13:35 開会挨拶　平井 邦博（味の素（株））
13:35-14:20 発酵の科学 微生物が生み出す「旨さ」の秘訣　中島 春紫（明治大学）
14:20-15:05 おいしいワインを作るための化学分析　奥田 徹（山梨大学/山梨大学 ワイン科学研究センター）
15:10-15:55 謎多き四国の後発酵茶の発酵メカニズムと微生物　堀江 祐範（産業技術総合研究所）
15:55-16:40 漬物とぬか漬け 日本の伝統的発酵食の魅力に迫る　平井 啓理（（株）西利）
16:45-17:30 くさやから抗生物質！？その高い保存性の秘密　鈴木 敏弘（東京農業大学）
17:30-17:35 閉会挨拶　辻 勇人（神奈川大学）


